委　　　　　　任　　　　　　状
令和〇〇年〇〇月〇〇日　　
神奈川県企業庁
相模川水系ダム管理事務所長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○特定建設工事共同企業体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者）

住　　　　　　所　〇〇県〇〇市〇〇〇１－１－１
（電話　〇〇〇ー〇〇〇―〇〇〇〇）

商号又は名称　〇〇株式会社
代表者職氏名　代表取締役　〇〇　〇〇
本件の責任者　支店長　○○　○○
　（連絡先：〇〇〇ー〇〇〇―〇〇〇〇）

担当者の氏名　営業課　○○　○○
（連絡先：〇〇〇ー〇〇〇―〇〇〇〇）

　
私は、（住所）　〇〇県〇〇市〇〇〇１－１－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（氏名）　神奈川　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を代理人と定め下記権限を委任します。

記

１　「相系第257号　相模ダムリニューアル工事（第２期）放流施設工事」の入札に関する一切の権限

２　復代理人（二以上の段階にわたり復代理人として選任された者を含む。）の選任に関する権限
（または、２　ただし、復代理人の選任に関する権限については、委任しません。）
注１　　入札者は代表者印を押印してください。
注２　　代理人は、代理人が入札で使用する印を押印してください。（認め印可）
注３　　復代理人を選任する権限を委任する場合は、件名の下にその旨記載するとともに、どの段階まで認めるかを明確にしてください。（「復代理人（第一段階まで）の選任に関する権限」等）。

なお、どの段階まで認めるか明確な記載がない場合は、二以上の段階にわたり復代理人として選任された者を含むものとみなします。

注４　　代理人が委任者となり復代理人（二以上の段階にわたり復代理人として選任された者を含む。）を選任する場合は、すべての段階の委任状が必要となり、その場合の委任者の印は、「代理人使用印」として委任状に押印した印となります。
記入例（押印省略する場合）





受任者の場合は、


○○株式会社○○支店　等





・書面の真正性を担保するため、必要に応じて、身分証等による本人確認や書類の内容について、電話等での確認を行う場合があります。


・責任者とは、代表取締役や支店長、営業所長など、社内において権限委任を受けた役職員とします。


・担当者とは、本取引に係る事務担当者とします。責任者と担当者は同じでも構いません。


・真正性が確認できない場合は、入札が無効となります。





神奈川県入札参加資格者名簿に登録されている代表者の役職名、氏名又は同名簿に受任者の登録をしてある受任者の役職名、氏名。





復代理人を選任する権限を委任する場合は、どの段階まで認めるかを明確にしてください。








